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年 報 発 行 に 当 た っ て 

 

千葉大学海洋バイオシステム研究センター（2003 年版）の年報をお届けいたします。 

2000年版（2001 年発行）から始まった新刊の年報は、主に 2000年版が海洋バイオシステム研

究センターの沿革、研究内容と組織、センターの諸規定、運営委員会名簿および委員会規程、セ

ンターとしての活動・行事、共同利用に係わる利用状況、1999年から 2000年度のセンター教官・

客員教授、非常勤研究員の研究成果などを、2001年版（2002年発行）は、通常のセンターの活動、

教官等の研究成果等を報告し、2001年度に受けた海洋バイオシステム研究センターの外部評価お

よびその対応を報告しました。2002年版（2003年発行）は、同様にセンターの日常的な活動、教

官等の研究成果等を報告しました。 

センター運営委員会内に「水族館およびセンター将来構想専門委員会」を組織し、センターの

水族館の運営の現状、経費、必要性、地域との関係などやその将来問題などについて意見をまと

めました。水族館運営経費がセンターの附属設備経費（約 300 万円）を超え、全体の経費（教官

研究基盤校費を含む）の 30％を超え、水族館を維持するために研究費（教官研究基盤校費）の大

半が使用されている状況を報告しました。センターは学内の教育研究（支援）施設で、その運営

経費はセンターに配分される校費（附属設備経費および教官研究基盤校費）に依存せざるを得ま

せん。水族館運営費が校費のかなりの部分を占めるために、研究センターとして研究成果をあげ

るための研究資金に事欠く状態が続いてきました。そこでセンター教官会議、専門委員会、運営

委員会の議論を経て、センターが海洋バイオシステム研究の情報発信を続け、旧来の経費のかか

る水族館を廃止することになりました。 

大学の法人化に伴いセンターは省令施設でなくなります。予算の配分方法が変わり、学生定員

を持たない研究センターは、予算が削減される傾向の中で、研究業績を上げ、理学部および自然科

学研究科の学生の教育を継続することは大変に難しいことです。 

センター周辺地域は、黒潮と親潮の会合する生物資源豊かな海域であり、また３つのプレート

の会合する地球科学現象の活発な地域に位置し、それらを研究する上で非常に重要な場所にあり

ます。今まで以上に研究業績をあげることに心がけてゆきたいと考えています。 

 

センター長 山口寿之
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平野義明（現海洋バイオシステム研究分野・助教授）・滝口謙一・平野弥生・渡邊智弘・姉帯勇
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質ナンノ化石と北西太平洋古海洋変遷史 
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海洋バイオシステム研究センター 教職員名簿 歴史と現在 
 

センター長 
平成 11・12年度 宮崎龍雄 
平成 13・14年度 山口寿之 
平成 15年度 山口寿之 

 
発令の月日 現海洋バイオシステム研究分野 
平成 11年度 教授 助教授 助手 非常勤研究員 研究推進員 研究推進員 

4月 1日 宮崎龍雄 菊地慎一 平野義明 吉田 真 小川瑞穂 平野弥生 
平成 12年度       

3月 31日  退 職  退 職 退 職 退 職 
平成 13年度       

4月 1日 宮崎龍雄 平野義明   
5月 16日    芹澤如比古   
1月 1日   富樫辰也   
平成 14年度      

4月 1日 宮崎龍雄 平野義明 富樫辰也 芹澤如比古  
3月 31日    退 職  
平成 15年度      

4月 1日 宮崎龍雄 平野義明 富樫辰也   
 
発令の月日 古海洋バイオシステム研究分野  
平成 11年度 教授 助教授 助手 非常勤研究員 研究推進員  

4月 1日 山口寿之 津久井雅史 亀尾浩司 伊藤泰弘 なし  
1月 31日  理学部へ     
平成 12年度       

1月 1日  服部克巳     
3月 31日    退 職   
平成 13年度       

4月 1日 山口寿之 服部克巳 亀尾浩司 土屋正史 吉野千恵  
平成 14年度       

4月 1日 山口寿之 服部克巳 亀尾浩司 土屋正史 吉野千恵  
１月 31日    退 職   

2月１日    斎藤道子   
平成 15年度       

4月 1日 山口寿之 服部克巳 亀尾浩司 斎藤道子 吉野千恵  
 
発令の月日 システム解析分野  発令の月日 技官（小湊） 技官（銚子） 事務主任 
平成 11年度    平成 11年度    

4月 1日 北里 洋 4月 1日 瀧口謙一 羽賀秀樹 松本芳久 
3月 31日 離 任  平成 12年度    
平成 12年度   9月 30日   菰岡賢一 

4月 1日 石坂丞二 3月 31日   離 任 
3月 31日 離 任  平成 13年度    
平成 13年度   4月 1日 瀧口謙一 羽賀秀樹 鷹中登志子

4月 1日 池谷仙之  平成 14年度    
3月 31日 離 任 4月 1日 瀧口謙一 羽賀秀樹 鷹中登志子
平成 14年度    平成 15年度    

4月 1日 吉村 仁  4月 1日 瀧口謙一 羽賀秀樹 鷹中登志子
3月 31日 離 任      
平成 15年度       

4月 1日 早川正士     
６月 1日      離 任 
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運営委員会 

千葉大学海洋バイオシステム研究センター運営委員会委員一覧 

 
平成１５年４月１日現在 

部 局       職 名 氏 名         任    期 備 考       

理 学 部 教 授 土 谷 岳 令 Ｈ15.4.1～Ｈ1７ .3.31 ３ 号 委 員      

理 学 部 教 授  伊 藤 谷 生 〃 〃 

文 学 部 教 授 武 井 秀 夫 〃 ４ 号 委 員      

教 育 学 部 教 授 鈴 木  彰 〃 〃 

法 経 学 部 教 授 半 田 吉 信 〃 〃 

医 学 研 究 部 教 授 森  千 里 〃 〃 

薬 学 研 究 部 教 授 石 橋 正 己 〃 〃 

看 護 学 部 教 授 山 田 重 行 〃 〃 

工 学 部 教 授 服 部 豪 夫 〃 〃 

園 芸 学 部 教 授 沖 津  進 〃 〃 

自 然 科 学 研 究 科 教 授 伊 勢 崎 修 弘 〃 〃 

環境ﾘﾓ ｰ ﾄ ｾ ﾝ ｼ ﾝ ｸ ﾞ 
研 究 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 教 授 西 尾 文 彦 〃 〃 

真 菌 医 学 
研 究 セ ン タ ー 教 授 福 島 和 貴 〃 〃 

海 洋 ﾊ ﾞ ｲ ｵ ｼ ｽ ﾃ ﾑ 
研 究 ｾ ﾝ ﾀ ｰ ｾﾝﾀｰ長 山 口  寿 之 （ 役 職 指 定 ） １ 号 委 員      

海 洋 ﾊ ﾞ ｲ ｵ ｼ ｽ ﾃ ﾑ 
研 究 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 教 授 宮 崎  龍 雄 （ 役 職 指 定 ） ２ 号 委 員      

海 洋 ﾊ ﾞ ｲ ｵ ｼ ｽ ﾃ ﾑ 
研 究 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 助教授 平 野  義 明 （ 役 職 指 定 ） ５号委員 

海 洋 ﾊ ﾞ ｲ ｵ ｼ ｽ ﾃ ﾑ 
研 究 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 助教授 服 部  克 巳 （ 役 職 指 定 ） 〃 
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運営委員会 議題 および 議事録 

海洋バイオシステム研究センター運営委員会議事要旨（第１回） 
 
１． 日  時 ： 平成１５年４月２８日（月） １０：３０～ 
 
２． 場  所 ： 環境リモートセンシング研究センター会議室 
 
３． 出 席 者 ： 山口センター長、宮崎教授、平野助教授、服部助教授、 

土谷教授、伊藤教授、鈴木教授、半田教授、森教授、 
石橋教授、沖津教授、伊勢崎教授、西尾教授、福島教授 
 

欠 席 者 ： 武井教授、山田教授、服部教授 
 
４． 前回議事要旨 ： 昨年度の運営委員が了承しているため、審議が行われなかった。 
 
５． 議  題 
（１）千葉大学海洋バイオシステム研究センター水族館規程及び千葉大学海洋バイオシステ

ム研究センター水族館細則の廃止について 
センター長から、これまでの経過について説明があり、現行の水族館規程及び観覧

細則の廃止について審議した結果、情報発信をよりいっそう活発にする為の方策等の

検討及び関連規程策定を水族館及びセンター将来構想専門委員会において検討すると

いうことを前提に廃止が承認された。また、その時期については、センター長及び専

任教官によって決定されるということが併せて承認され、平成１５年５月末をもって

廃止することになった。 
 
（２）平成１６年度概算要求について 

センター長より、資料に基づき説明があり、審議の結果、情報発信の活性化につい

て書き加えることを検討することが承認された。 
 
（３）その他   特になし 

 
６． 報  告 
  （１）その他   特になし 
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2000年度 3 3 5 20 46 64 6 6 2 4 5 4 168

2001年度 2 17 3 4 66 4 0 5 2 1 10 8 122

2002年度 16 65 28 10 72 11 48 2 33 6 3 2 296

2003年度 11 26 6 8 131 43 15 27 9    

 
 
地域との交流（主に瀧口技官担当） 
 
１ ６月２日（月）１０時～１１時３０分 
  【磯にすむ生き物の観察】 
    天津小湊町立小湊小学校 １年生 ８名 
                ２年生 １２名 
                ５年生 ２０名 
 
２ ６月６日（金）１３時３０分～１５時 
  【海洋生物について】 
    鴨川市立太海小学校 ５名 
 
３ ７月４日（金）９時３０分～１１時 
  【海の生き物について】 
    天津小湊町立天津小学校 １年生 ３１名 
                保護者 ３１名 
 
４ １１月２８日（金）１２時～１３時３０分 
  【海に住む生物について】 
    鴨川市立太海小学校 ４年生 ５名 
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（別記１号様式） 
平成 16年  月  日 

 
千葉大学海洋バイオシステム研究センター利用申込書 

 
  
千葉大学海洋バイオシステム研究センター長 殿 
 
 
 

不要部分を消しても良いです。 
学外・学内（初めての利用）方は午後５時前にチェックインして下さい。 

この書類を添付ファイルで、kml2201@office.chiba-u.jpに送って下さい。 
 

官職または

学年等  氏名  

所属機関名  
利

用

責

任

者 所属機関 
住所  

Tel: 
 
Fax: 
 
E-mail: 
 
学生、院生の場合：申し込みは email添付で。 
指導教官氏名         印 
印をついて、持参して下さい。 

利用目的 
（○印） 

研究調査・セミナー 
実習・見学・その他 

利用 
(研究) 
課題 

 

平成 15年  月  日（ 曜日）～平成 15年  月  日（ 曜日）計 泊 日 
利用期間 

次の場合は、ここに○印をつけて下さい（  ）宿泊はせず、日帰りします 
利用人員 合計   名 （男  名／女  名） 
利用者名簿 （所属機関等は、それぞれの人について記入してください） 

氏名 所属機関等 官職（学年） 宿泊日数 性別 

     

     

     

     

     

     
枠の数が少ない場合は、適宜複写と貼り付けを行って大きくして下さい。 
記入上の注意：「利用課題」はセンター年報に記載しますので、研究調査の場合は研究課題を20字程度で書いて
下さい。所属機関の欄は、学部、学科、研究科名などまで記入して下さい。 
「利用者名簿」の欄が不足する場合は、本紙をコピーして足して下さい。 
 利用希望の施設、設備等の希望があれば下記に記入してください。（実験室、顕微鏡、船舶など） 
 学生、院生は、E-mailによる添付ファイルにより利用申込（印は不要）を行い、指導教官の氏名（Tel, Fax, E-mail 
欄に）を記入し、印を押したものを、来所の際に持参してください。 
 
 

 

利用実験場 
（○印） 小湊 銚子 

到着時刻 
チェックイン AM. PM  時頃 
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研究成果 
 

現海洋バイオシステム研究分野 
 
（１）宮崎 龍雄（みやざき たつお） 
 
（２）現海洋バイオシステム研究分野・教授 
 
（３）研究活動の内容 
(1) 植物プランクトン競争の研究 
資源をめぐる植物プランクトン性藻類間の競争の研究をさらに進めた。理論面では、植物プ

ランクトンが一様な水環境中で多種存在するという「プランクトンのパラドックス」に対する

解を、現在まで構築してきた競争に対する考え方と用いて、求めた。現在、この解の精密化を、

格子モデルを用いて進めている。この過程で、富栄養化のパラドックス」に対する新たな見解

を構築できた。水域の水の交換率が植物プランクトンの競争に影響をおよぼし優占種が交換率

により変化するという理論的予想を既に、論文発表したが、実験的にもそれを実証できた。こ

の研究について論文発表ができた。 
(2) 灌漑用水系のプランクトンの研究 
農業灌漑用水に発生する植物プランクトンは、灌漑用水の質を劣化させる。そのため、植物

プランクトン発生状況・機構を把握する必要がある。本年度も、昨年に引き続き、水の流れ、

水の滞留と植物プランクトン発生について研究した。 
その他、海藻などの進化生態学的研究もおこなった。 

 
（４）研究業績の記録 

(1a)原著論文（査読あり） 
Togashi, T., A. Kaide, T. Miyazaki, T. Suzuki, N. Nakagiri, J. Yoshimura, J.L. Bartelt and P.A. Cox 

(2003) Simulation of mating behavior of gametes and the evolution of anisogamy in marine green 
algae: isogamy, slight anisogamy and marked anisogamy.  Proceedings of the International Congress 
on Modelling and Simulation 2003. Pages 736-741. (2003. 7) 

Miyazaki, T., K. Takeya, T. Togashi, N. Nakagiri, T. Suzuki and Jin Yoshimura (2003) Effects of 
ammonium concentration and dilution on the competition between the cyanobacterium mycrocystis 
novacekii and green alga scenedesmus quadricauda. Proceedings of the International Congress on 
Modelling and Simulation 2003. Pages 742-746. (2003. 7) 

Yoshimura, J., H. Amagai, T. Suzuki, T. Togashi and T. Miyazaki (2003) Population dynamics of some 
mutualistic relationships.  Proceedings of the International Congress on Modelling and Simulation 
2003. Pages 730-735. (2003. 7) 

Nakagiri, N., K. Tainaka, T. Togashi, T. Miyazaki and J. Yoshimura (2003) Parameter sensitivity in a 
lattice ecosystem with intraguild predation.  Proceedings of the International Congress on Modelling 
and Simulation 2003. Pages 1691-1696. (2003. 7) 

Suzuki, T., N. Nakagiri, K. Tainaka, T. Togashi, T. Miyazaki and J. Yoshimura (2003) A Role of A 
Low-Density Species On The Community Outcomes In A Model Ecosystem. Proceedings of the 
International Congress on Modelling and Simulation 2003. Pages 1673-1678. (2003. 7) 

Togashi, T., M. Nagisa, T. Miyazaki, J. Yoshimura, P.A. Cox and J.L. Bartelt (in press) Gamete behavior 
and the evolution of anisogamy: reproductive strategies of marine green algae. Population Ecology. 

Miyazaki, T., T. Togashi, T. Suzuki, T. Hashimoto, K. Tainaka and J. Yoshimura (in press) The 
coexistence of phytoplankton species with varying nutrient conditions: a lattice simulation model 
Ecological Modelling. 

Togashi, T., T. Miyazaki, J. Yoshimura, P.A. Cox and J.L. Bartelt Reproductive strategies of marine green 
algae: the evolution of slight anisogamy and environmental conditions of habitat Proceedings of the 
International Environmental Modelling and Software Society Conference. 

Takeya, K., Kuwata, A., Yoshida, M. and Miyazaki, T. (in press) Effect of dilution rate on competitive 
interactions between the cyanobacterium Microcystis novacekii and the green alga Scenedesmus 
quadricauda in mixed chemostat cultures.  Journal of Plankton Research. 

 
(2)報告書 
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宮崎龍雄 南椎尾調整池の水質と植物プランクトンの生態学的研究.  霞ヶ浦用水(二期)農業水
利事業 霞ヶ浦用水地区かんがい調査研究報告書 (平成 14年度) p.45-66. 
宮崎龍雄 南椎尾調整池の植物プランクトン.  霞ヶ浦用水(二期)農業水利事業 霞ヶ浦用水地区
かんがい調査研究総括報告書. p.15-27. 
宮崎龍雄 栄養塩と藻類.  霞ヶ浦用水(二期)農業水利事業 霞ヶ浦用水地区かんがい調査研究報
告書 p.81-109. 
宮崎龍雄 アオコ量の測定.  霞ヶ浦用水(二期)農業水利事業 霞ヶ浦用水地区かんがい調査研究
報告書.  p.125-129. 
宮崎龍雄 南椎尾調整池水質保全器の浄化効果.  霞ヶ浦用水(二期)農業水利事業 霞ヶ浦用水地
区かんがい調査研究報告書.  p.145-151. 

 
(3)書籍 なし 
 
(4)学会発表 
(4-1)国内学会発表 
富樫辰也、宮崎龍雄、吉村仁 海産緑藻類にみられる配偶子の特異的な行動と異型配偶子接合の

進化 第 5回日本進化学会、2003 年 8 月 1日―8月 3日、九州大学 
 
(4-2)国際学会発表 
Miyazaki, T., K. Takeya, T. Togashi, N. Nakagiri, T. Suzuki and Jin Yoshimura. Effects of ammonium 

concentration and dilution on the competition between the cyanobacterium Mycrocystis novacekii and 
green alga Scenedesmus quadricauda. MODSIM 2003 (International Congress of Modelling and 
Simulation), 14-17 July 2003. Jupiters Hotel & Casino, Townsville, Australia. 

 
（５）外部資金 
宮崎龍雄(代表) 平成 15年度科学研究費基盤研究 C 

 
（６）教育 
講義・実験 
(普遍教育)生物科学実験 6; (理学部)水界生理生態学、水界生態学実験、水界生態学特論、植物学
臨海実験; (自然科学研究科博士前期課程) 水会生態学特論; (自然科学研究科博士後期課程)水
圏生態学 

 
（７）学内委員 
学長補佐委員会委員(年度途中まで) 
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（１）平野 義明（ひらの よしあき） 
 
（２）現海洋バイオシステム研究分野・助教授 
 
（３）研究活動の内容 
海産軟体動物を中心とした生物多様性科学の研究を行っている。 
(1)ミノウミウシ類における選択的刺胞貯蔵の研究を行った。 
(2)緑藻類を利用する嚢舌類の種多様性に関する生態学的研究を行った。とくに、ミル目および
ハネモ目を利用する種について餌選択性と生活史を比較した。 

(3)後鰓類の寄生虫に関する研究を行った。 
(4)汚損付着動物と関係をもつ裸鰓類の資源利用に関する研究を行った。 
(5)コマユミノウミウシの発生の２型に関する研究を行った。 
(6)底生性ヒドロクラゲ類の分類と生態学的研究を行った。 
(7)房総および相模湾における後鰓類の多様性に関する研究を行った。 
(8)後鰓類からの生物活性成分の探索研究を行った。 

 
（４） 研究業績の記録 

(1a)原著論文（査読あり） 
Hirano, Y.J. and Hirano, Y.M. (2003) Selective nematocyst storage by the aeolid nudibranch Cuthona 

diversicolor. Venus 63: 161-164. 
 

(1b)原著論文（査読なし） 
なし 

 
(2)報告書 
平野義明・福田宏・堀成夫 (2003) Part 1. Sacoglossa. 財団法人海産無脊椎動物研究所「後鰓類プロ
ジェクト研究」 平成 14年度報告書 pp.1-22 
平野義明（2003）相模灘の後鰓類相．独立行政法人国立科学博物館平成１4 年度調査研究報告書
「相模灘およびその沿岸地域の動植物相の経時的変化に基づく環境変遷の解明の調査研究」pp. 
65-66 
平野義明、平野弥生、渡邊智弘、福田朋子、姉帯勇規、井島洋一、須藤耕佑、Trowbridge, C.D.
（2003）相模湾産後鰓類 文部科学省科学研究費補助金地域連携推進「相模湾環境保全へ向けて
の生物保護区制定のための学術的研究」報告書—上巻—  pp. 181-204 

 
(3)書籍 
なし 

 
(4)学会発表 
(4-1) 国内学会発表 
なし 

 
(4-2) 国際学会発表 
Trowbridge, C.D., Hirano, Y.J, Hirano, Y.M. (2003) Japanese sacoglossan opisthobranchs associated with 

Codium spp.(Chlorophyta). 36th Western Society of Malacologists Annual Meeting, Los Angeles, 
California, June 6-10, 2003. 

 
（５）外部資金 
日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究 C（２））、平成 15-18年度 
独立行政法人国立科学博物館外部委員「相模灘生物調査」、平成 15年度 

 
（６）教育 
講義・実験 
2003 年度（理）「海洋生物学」「動物学臨海実験」「水界生態学特論」「多様性生物学特論」「生
物学セミナー」（自・修）「進化行動情報学」、（自博）「生体応答学」 
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学生指導  
平成 15年度（2004年 3月）修了 
姉帯勇規（自然科学研究科、生命・地球科学専攻、博士課程前期）コマユミノウミウシ（軟体

動物裸鰓類）における発生の２型に関する研究 
 
（７）学内外委員、学会などの活動 
千葉大学学長補佐 
日本貝類学会編集委員（平成 9年度-） 
日本動物分類学会幹事（平成 13年度-） 
日本分類学連合監査（平成 13年度-） 
千葉県の自然史執筆委員（千葉県委嘱）（平成 13-17年度） 
RIMI-OPISTHOBRANCH-PROJECT プロジェクトリーダー（財団法人水産無脊椎動物研究所委
嘱）（平成 13年度-） 
独立行政法人国立科学博物館外部委員「相模灘生物調査」（平成 13年度-） 
国際湿地保全連合日本委員会研究協力者（平成 14年度-） 
出版監修 IOP DIVING NEWS「ウミウシウオッチング」、第 14巻 5号-第 15巻 2号 + 継続中 

 
（８）その他 
国際共同研究 
平成 15 年７月８日～18 日および 11 月 2 日～14 日、アメリカ合衆国オレゴン州立大学の

C.D.Trowbridge博士と共同研究を実施。テーマ「日本産嚢舌類の多様性に関する総合的研究、
とくにミル目緑藻に特化したグループについて」 
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（１）富樫 辰也（とがしたつや） 
 
（２）現海洋バイオシステム研究分野・助手 
 
（３）研究活動の内容 
海産緑色藻類において、有性生殖時に生産される雌雄の配偶子が海中で示す行動の適応的意義

とその進化が生息環境といかに関連しながら起こってきたかについて、核酸塩基配列の解析な

らびにスーパーコンピュータを用いた数理模型を構築することによって考察している。これに

よって、海洋生態系における種多様性の維持機構ならびに環境変動に対する個体群の応答様式

を明らかにする研究を行っている。 
 
（４）研究業績の記録 

(1a) 原著論文（査読あり） 
Togashi, T., A. Kaide, T. Miyazaki, T. Suzuki, N. Nakagiri, J. Yoshimura, J.L. Bartelt and P.A. Cox 

(2003) Simulation Of Mating Behavior Of Gametes And The Evolution Of Anisogamy In Marine 
Green Algae: Isogamy, Slight Anisogamy And Marked Anisogamy. Proceedings of the International 
Congress on Modelling and Simulation 2003. Pages 736-741. (2003. 7) 

Miyazaki, T., K. Takeya, T. Togashi, N. Nakagiri, T. Suzuki and Jin Yoshimura (2003) Effects Of 
Ammonium Concentration And Dilution On The Competition Between The Cyanobacterium 
Mycrocystis novacekii And Green Alga Scenedesmus quadricauda. Proceedings of the International 
Congress on Modelling and Simulation 2003. Pages 742-746. (2003. 7) 

Yoshimura, J., H. Amagai, T. Suzuki, T. Togashi and T. Miyazaki (2003) Population Dynamics of Some 
Mutualistic Relationships. Proceedings of the International Congress on Modelling and Simulation 
2003. Pages 730-735. (2003. 7) 

Nakagiri, N., K. Tainaka, T. Togashi, T. Miyazaki and J. Yoshimura (2003) Parameter Sensitivity In A 
Lattice Ecosystem With Intraguild Predation. Proceedings of the International Congress on Modelling 
and Simulation 2003. Pages 1691-1696. (2003. 7) 

Suzuki, T., N. Nakagiri, K. Tainaka, T. Togashi, T. Miyazaki and J. Yoshimura (2003) A Role of A 
Low-Density Species On The Community Outcomes In A Model Ecosystem. Proceedings of the 
International Congress on Modelling and Simulation 2003. Pages 1673-1678. (2003. 7) 

Togashi, T. and P.A. Cox (in press) Phototaxis and the evolution of isogamy and slight anisogamy in 
marine green algae: insights from laboratory observations and numerical experiments. Botanical 
Journal of the Linnean Society (in press) 

Togashi, T., M. Nagisa, T. Miyazaki, J. Yoshimura, P.A. Cox and J.L. Bartelt (in press) Gamete behavior 
and the evolution of anisogamy: reproductive strategies of marine green algae. Population Ecology (in 
press) 

Miyazaki, T., T. Togashi, T. Suzuki, T. Hashimoto, K. Tainaka and J. Yoshimura (in press) The 
coexistence of phytoplankton species with varying nutrient conditions: a lattice simulation model 
Ecological Modelling (in press) 

Togashi, T., T. Miyazaki, J. Yoshimura, P.A. Cox and J.L. Bartelt (in press) Reproductive strategies of 
marine green algae: the evolution of slight anisogamy and environmental conditions of habitat 
Proceedings of the International Environmental Modelling and Software Society Conference (in press) 

 
(1b) 原著論文（査読なし） 
なし 
 
(2) 報告書 
なし 
 
(3) 書籍 
富樫辰也 (2003) 生態学事典、共立出版 （日本生態学会編）（分担執筆） 
 
(4) 学会発表 
(4-1) 国内学会発表 
富樫辰也、宮崎龍雄、吉村仁 海産緑藻類にみられる配偶子の特異的な行動と異型配偶子接合の

進化 第 5回日本進化学会、2003 年 8 月 1日―8月 3日、九州大学 
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(4-2) 国際学会発表 
Togashi, T., A. Kaide, T. Miyazaki, T. Suzuki, N. Nakagiri, J. Yoshimura, J.L. Bartelt and P.A. Cox. 

Simulation Of Mating Behavior Of Gametes And The Evolution Of Anisogamy In Marine Green 
Algae: Isogamy, Slight Anisogamy And Marked Anisogamy. International Congress on Modelling and 
Simulation 2003. July 14-17, 2003. Townsville, Australia. 

Miyazaki, T., K. Takeya, T. Togashi, N. Nakagiri, T. Suzuki and Jin Yoshimura. Effects Of Ammonium 
Concentration And Dilution On The Competition Between The Cyanobacterium Mycrocystis novacekii 
And Green Alga Scenedesmus quadricauda. International Congress on Modelling and Simulation 
2003. July 14-17, 2003. Townsville, Australia. 

Yoshimura, J., H. Amagai, T. Suzuki, T. Togashi and T. Miyazaki. Population Dynamics of Some 
Mutualistic Relationships. International Congress on Modelling and Simulation 2003. July 14-17, 
2003. Townsville, Australia. 

Nakagiri, N., K. Tainaka, T. Togashi, T. Miyazaki and J. Yoshimura. Parameter Sensitivity In A Lattice 
Ecosystem With Intraguild Predation. International Congress on Modelling and Simulation 2003. July 
14-17, 2003. Townsville, Australia. 

Suzuki, T., N. Nakagiri, K. Tainaka, T. Togashi, T. Miyazaki and J. Yoshimura. A Role of A 
Low-Density Species On The Community Outcomes In A Model Ecosystem. International 
Congress on Modelling and Simulation 2003. July 14-17, 2003. Townsville, Australia. 

 
（５）外部資金 
富樫辰也（研究代表者）科学研究費補助金（若手研究 B） 

 
（６）教育 

2003年度 （普遍）生物学基礎実験６、（理）植物学臨海実験、水界生態学実験 
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古海洋バイオシステム研究分野 
 
（１）山口 寿之（やまぐち としゆき） 
 
（２）古海洋バイオシステム研究分野・教授 
 
（３）研究活動の内容 

(1)中生代から新生代の化石フジツボ類に基づく形態学、古生態学、古生物地理学、進化古生
物学の研究 

(2)深海熱水噴出孔に発見される中生代、新生代初期の形態を保ったままの「生きた化石」と
呼ばれる現存する最も原始的なフジツボ類の研究 

(3)フジツボ類の分子系統学を利用して、DNAの塩基配列を用いた系統解析の研究 
 
（４）研究業績の記録 

(1a)原著論文（査読有り） 
Kojima, S., S. Ohta, T. Yamamoto, T. Yamaguchi, T. Miura, Y. Fujiwara, K. Fujikura, and J. Hashimoto 

(2003) Molecular taxonomy of vestimentiferans of the Western Pacific and their phylogenetic 
relationship to species of the Eastern Pacific. III. Alaysia-like vestimentiferans and relationships 
among families.  Marine Biology, 142: 121-141. (Apr. 2003). 

Yamaguchi, T., W.A. Newman, and J. Hashimoto (2004) A hydrothermal, cold-seep barnacle (Cirripedia: 
Neolepadinae) and the age of the vent/seep fauna.  Journal of Marine Biological Association of U.K., 
84: 111-120. (Feb. 2004) 

Rowshan Ara Begum, S. Watabe, and T. Yamaguchi (2004 accepted) Molecular phylogeny of thoracican 
barnacles based on the mitochondrial 12S and 16S rRNA genes.  Sessile Organisms 21: (will be 
published August 2004) 

Rowshan Ara Begum, K. Tsuchida, T. Yamaguchi, M. Nishida and S Watabe (2004 accepted) Complete 
mitochondrial genome of the sessile barnacle Tetraclita japonica.  Marine Biotechnology, (will be 
published August 2004)  

 
(1b)原著論文（査読なし） 
山口寿之 (2003) 化石から分子系統へ。Sessile Organisms, 学会創立 30周年記念号: 35-41. (July 

2003) 
 
(2)報告書 
なし 

 
(3)書籍 
山口寿之（2003）古生物の自然史、地球生命とその多様性―フジツボ類の自然史を例に、In、
自然史概説、pp.87-119、朝倉書店、東京．（Sept. 2003） 
山口寿之（2004印刷中）種分化、In、古生物の進化、朝倉書店、東京． 

 
(4)学会発表 
(4-1)国内学会発表 
Rowshan Ara Begum, S. Watabe, and T. Yamaguchi (2003) A partial sequence of the mitochondrial 

genome of the sessile barnacle Tetraclita japonica and its phylogenetic relation with those of other 
crustaceans, 日本水産学会講演（東京水産大学、200304） 

Romanus Edy Prabowo and T. Yamaguchi (2003) Biogeography of Intertidal Barnacle in Indonesia and 
Surrounding Seas, 日本付着生物学会（東京水産大学）(2003.4) 
佐藤圭介・山口寿之 (2003) クロフジツボ科の分子系統, 日本付着生物学会（東京水産大学）

(2003.4) 
杉本 創・山口寿之 (2003) イワフジツボ科の分子系統, 日本付着生物学会（東京水産大学）

(2003.4) 
(4-2)国内開催国際学会発表 
Rowshan Ara Begum, T. Yamaguchi, and S. Watabe (2003.9.25-27) The mitochondrial genome sequence 

and organization of the sessile barnacle Tetractlita japonica.  International symposium on Aqua 
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Genome (Tokyo) 
山口寿之・W.A. Newman・上岡雅史・寒河江美里（2003）冷湧水性深海ミョウガガイ類（新
属新種）の熱水性分類群および深海熱水性ミョウガガイ類の冷湧水性分類群などの系統関係

－初島沖、明神海丘、沖縄トラフ、マヌス海盆、エディソン海山、スンダ海溝、インド洋標

本の研究から－、日本古生物学会（静岡大）、H15,6,29 
国際学会発表 

Rowshan Ara Begum, T. Yamaguchi, and S. Watabe (2004) Phylogenetic Relationship of Sessile 
Barnacles Based on Mitochondrial DNA, Eighth Annual International Conference on Research in 
Computational Molecular Biology (RECOMB 2004), March 27-31, 2004. San Diego, CA USA. 

 
（５）外部資金 
科学研究費補助金 
山口寿之（代表）基盤研究Ｂ-2深海熱水噴出孔のフジツボ亜綱エボシガイ亜目 Neolepasの分類
と系統（平成 14～17年度） 
山口寿之（代表）基盤研究 B-1（海外学術調査）南西太平洋ラウ海盆周辺海域の深海熱水生物
群集の起源に関する研究（平成 15～17年度） 

 
（６）教育 
講義・実験 

2003 年度（普遍）地学基礎Ａ、博物館実習Ａ、（理）地球生命史、進化古生物学、古生物学実
験、地質学実験１、地質学実験４、ナチュラルヒストリー、（自・修）古生物学、（自・博）

進化古生物学 
 

学生指導 

平成 15 年度（2004 年 3 月）修了・卒 

佐藤圭介（自然科学研究科生命・地球科学専攻、博士課程前期）クロフジツボ科の分子系統 

杉本 創（自然科学研究科生命・地球科学専攻、博士課程前期）イワフジツボ科の分子系統 
麻谷暢恵（理学部地球科学科）クロフジツボ属の分子系統 

稲川 奨（理学部地球科学科）タテジマフジツボ種群の分子系統 

郷戸祐子（理学部地球科学科）Neolepas属の分子系統 
田村逸郎（理学部地球科学科）アカフジツボ亜科のミトコンドリアＤＮＡによる分子系統 

 
（７）学内委員、学会などの活動 
平成 13年 10月 21日 平成 16（2004）年に北京で開催される第 19回国際動物学会の Organizing 
Committee委員 
海洋バイオシステム研究センター長（平成 15年 4月 1日から 17年 3月 31日まで） 
千葉大学セクハラ委員会委員（平成 15年 6月 6日から 17年 6月 5日まで） 
日本付着生物学会編集委員長および運営委員、幹事（平成 14年 4月から現在まで） 
日本学術会議水産学研究連絡委員会オブザーバー委員（平成 15年 10月 16日から現在まで） 
日本学術会議古生物学研究連絡委員会委員（平成 15年 10月 16日から現在まで） 
東京大学大学院農学生命研究科・学位論文審査委員（平成 15年度） 

 
（８）その他 
国際共同研究 
平成 13年 10月 21日 平成 16（2004）年に北京で開催される第 19回国際動物学会の Organizing 

Committee委員 
平成 15年 8月 10日～8月 18日、科学研究費補助金・基盤研究 B-1（海外学術調査）によるイ
ンドネシア国立ジェンデラル・ソエルデマン大学 R.E. Prabowo講師とともに、マレーシア・
ボルネオ島 Kotaki Nabaru、Sandakan、Kuchingの現地調査を実施。 

平成 15年 10月 22日～31日、科学研究費補助金・基盤研究 B-2によるニューカレドニア、ニ
ュージーランドの現地調査を実施。ニュージーランドにおいては、Auckland University of 
Technologyの John Buckeridge教授とニュージーランド北島沖のハブル海盆の海底火山から採
集された深海熱水フジツボ Vulcanolepas oshiai Buckeidge (かつて Neolepas oshiaiとされて記載
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された分類群) について進化・系統関係について議論し、平成 16年度に予定されているラウ
海盆（トンガ島沖）およびハブル海盆の「しんかい 6500」による潜航調査について意見を交
わした。 
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（１）服部 克巳（はっとり かつみ） 
 
（２）古海洋システム研究分野、助教授（平成 15年 4月より現職） 
 
（３）研究活動の内容 

(1)電磁気学的な手法による地殻活動監視システムに関する研究 
火山活動や地震など地殻活動に先行する電磁気現象の存在が明らかになりつつある。例えば、

２点間の電位差を測定する地電位差観測、ULF帯の地球磁場観測、VLF帯局電波等の伝搬状
態の観測データなどに地殻活動に関連する異常データが検出されている。これらの発生物理

機構を解明するとともに、地殻活動を予測する指標的パラメータの調査研究を行い、地殻活

動監視システム（いわば地殻活動天気予報）の確立に貢献する。 
(2)地殻構造推定に関する研究 
ＭＴ法などの電磁気探査を実施することにより、電気的な地下構造の推定を行う。さらに、

地震探査や重力探査など他の手法による結果と詳細に比較検討することにより、その場所の

過去のテクトニクスを総合的に解明し、現在の形になったプロセスを推定する。また、電気

的な構造の分布状態と現在の火山活動や地震活動などの地殻活動との比較検討を行い、地殻

活動の活動域に関する電気学的な知見を獲得し、その理解を深める。 
(3)異常信号の自動検出・雑音除去に関する研究 
地電位差観測や地磁気観測では直流電車の漏洩電流や工場などの人間活動に伴う雑音の影響

を受けやすく、所望する信号と除去したい信号を弁別する事も重要である。特に時系列信号

に異常変動が生じた場合、これを自動で検出し、その種別（原因）を判別することも重要で

ある。つまり、信号の異常変動を客観的に判別し、その異常変動が既知の原因によるものか

どうかがを弁別することが極めて重要な事項となる。そこで、本研究では、線形フィルタや

非線形フィルタ（ニューラルネット）等を駆使し、時系列データからの異常信号の自動検出

および雑音除去を試みる。 
(4)海流位置の推定に関する研究 
海流は電流と見なされるので測定される地上で観測されるデータの長周期成分を解析すれば、

陸域からの海流本流位置が推定できる可能性がある。気象や生物層と大きく関係している海

流について、容易に位置推定できるかどうかを調査する。 
 
（４）研究業績 

(1a)原著論文（査読あり） 
Hayakawa, M., Hattori, K., and Ando, Y,, Natural Electromagnetic Phenomena and Electromagnetic 

Theory; A Review, 電気学会論文誌 A、124, 72-79, 2004. 
原田誠、服部克巳、伊勢崎修弘、応答関数法による ULF電磁場データの信号弁別の試み、電
気学会論文誌 A、123, 1159-1165, 2003. 

Hayakawa, M., Hattori, K., Nickolaenko, A., and Rabinowicz, L., Periodic variation on the Hurst 
exponent of the geomagnetic field, Journal of Atmospheric Electricity, 23, 1, 31-39, 2003. 

 
(1b)原著論文（査読なし） 
服部克巳、早川正士、地震に先行する ULF帯の電磁気現象、EMC-03-29, 2003. 
服部克巳、地殻活動に関連する ULF帯の電磁場変動、EMT-03-71,53-57, 2003. 
芹田亜矢、服部克巳、吉野千恵、原田誠、伊勢崎修弘、早川正士、2000年伊豆諸島群発地震
活動に関連する ULF帯の電磁場変動、EMT-03-104, 7-12, 2003. 
原田誠、服部克巳、伊勢崎修弘、ウェーブレット解析およびインターステーション応答関数

法による ULF電磁場データの信号弁別、EMT-03-104, 29-34, 2003. 
Uyeda, S., Hayakawa, M., Nagao, T., Molchanov, O., Hattori, K., Orihara, Y., Gotoh, K., Akinaga, Y., 

Tanaka, H., Electric and magnetic phenomena observed before the volcanic seismic activity 2000 in 
the Izu islands region, Japan, 23rd General Assembly of the International Union of Geodesy and 
Geophysics Abstracts, Week A, A.19, 2003. 

Surkov, V., Schekotov, Y., Fedorov, E., Gladyshev, A., Gordeev, E., Chebrov, V., Hayakawa, M., 
Uyeda, S., Hattori, K., Molchanov., M., ,Co-seismic and near-seismic ULF electromagnetic events 
from observation in Kamchatka, 23rd General Assembly of the International Union of Geodesy and 
Geophysics Abstracts, Week A, A.29, 2003. 
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Kopytenko, Y., Ismaguilov, V., Hattori, K., Hayakawa, M., Precursors of EQ M=6.4 in parameters of 
ULF geomagnetic disturbances, 23rd General Assembly of the International Union of Geodesy and 
Geophysics Abstracts, Week A, A.29, 2003. 

Molchanov, O., Schekotov, A., Fedorov, E., Belyaev, G., Solovieva, M., Gladyshev, V., Gordeev, E., 
Hayakawa, M., Uyeda, S., Nagao, T., Hattori, K., 23rd General Assembly of the International Union 
of Geodesy and Geophysics Abstracts, Week A, A.30, 2003. 

Ismaguilov, V., Kopytenko, Y., Hattori, K., Hayakawa, M., Phase-gradient method of investigation of 
ULF geomagnetic variations in seismic active zone, 23rd General Assembly of the International 
Union of Geodesy and Geophysics Abstracts, Week A, A.32, 2003. 

Hattori, K., Magnetotelluric observation in the southern part of Boso Peninsula, Japan: A preliminary 
result, 23rd General Assembly of the International Union of Geodesy and Geophysics Abstracts, 
Week A, A.34, 2003.  

Uyeda, S., Nagao, T., Orihara, Y., Yamaguchi, T., Takahashi, I., Hattori, K., Noda, Y., Sayanagi, K., 
Pre-and co- seismic geoelectric potential changes observed in Japan, 23rd General Assembly of the 
International Union of Geodesy and Geophysics Abstracts, Week A, A.185, 2003. 

Hayakawa, M., Gotoh, K., Akinaga, Y., Hattori, K., Principal anprement and fractal analyses of ULF 
geomagnetic data for Izu islands earthquakes in July 2000, 23rd General Assembly of the 
International Union of Geodesy and Geophysics Abstracts, Week A, A.190, 2003. 

Hattori, K., Gotoh, K., Yoshino, C., Takahashi, I., Kopytenko, Y., Korepanov, V., Hayakawa, M., 
Yumoto, K., Isezaki, N., Nagao, T., Uyeda, S., ULF geomagnetic approach to short-term earthquake 
prediction: Summary of observational results in RIKEN/NASDA’s frontier project, 23rd General 
Assembly of the International Union of Geodesy and Geophysics Abstracts, Week A, A.190, 2003.  

Hattori, K., Yoshino, C., Takahashi, I., Isezaki, N., Nagao, T., Liu, J-Y., Shieh, C-H., Sheu, H-C., ULF 
geomagnetic and geopotential measurements in Taiwan, 23rd General Assembly of the International 
Union of Geodesy and Geophysics Abstracts, Week A, A.190, 2003. 

Harada, M., Hattori, K., Isezaki, N., Signal classification of ULF geomagnetic data with use of 
interstation transfer function, 23rd General Assembly of the International Union of Geodesy and 
Geophysics Abstracts, Week A, A.191, 2003. 

Huang, Q, Du, A, Hattori, K., Changes of the ULF geomagnetic signals associated with the earthquake 
swarm in the Izu islands region, Japan, 23rd General Assembly of the International Union of 
Geodesy and Geophysics Abstracts, Week A, A.191, 2003. 

Surkov, V., Schekotov, Y., Fedorov, E., Gladyshev, A., Gordeev, E., Chebrov, V., Hayakawa, M., 
Uyeda, S., Hattori, K., Molchanov., M., ,Co-seismic and near-seismic ULF electromagnetic events 
as observed in Karimshino station at Kamchatka, Geophysical Research Abstracts, 5, 2003, 
EGS-AGU-EUG Joint Assembly, EAE03-A-02717, CD-ROM, 2003. 

Hattori, K., Harada, M., Tani, H., Yoshino, C., Takahashi, I., Isezaki, N., Hayakawa, M., Geomagnetic 
transfer function changes associated with large earthquake in Japan, Geophysical Research 
Abstracts, 5, 2003, EGS-AGU-EUG Joint Assembly, EAE03-A-03311, CD-ROM, 2003. 

Kopytenko, Y., Ismaguilov, V., Hattori, K., Hayakawa, M., Gradient and phase velocities of ULF 
geomagnetic pulsations before and during seismic active period, Geophysical Research Abstracts, 5, 
2003, EGS-AGU-EUG Joint Assembly, EAE03-A-06751, CD-ROM, 2003. 

Gotoh, K., Akinaga, Y., Hayakawa, M., Hattori, K., Principal component analysis of ULF geomagnetic 
data for Izu islands earthquakes in July 2000, Geophysical Research Abstracts, 5, 2003, 
EGS-AGU-EUG Joint Assembly, EAE03-A-02426, CD-ROM, 2003. 

Hayakawa, M., Hattori, K., Nickolaemko, A., Rabinowicz, L., Periodic variation in statistics of the 
geomagnetic field, Geophysical Research Abstracts, 5, 2003, EGS-AGU-EUG Joint Assembly, 
EAE03-A-08149, CD-ROM, 2003. 

Harada, M., Hattori, K., Isezaki, N., Transfer function analysis approach for anomalous ULF 
geomagnetic field detection, Geophysical Research Abstracts, 5, 2003, EGS-AGU-EUG Joint 
Assembly, EAE03-A-03281, CD-ROM, 2003. 

Hattori, K., Yoshino, C., Takahashi, I., Isezaki, N., Nagao, T., Liu, J-Y., Shieh, C-H., Sheu, F-H., ULF 
geomagnetic and geopotential measurements in Taiwan, Geophysical Research Abstracts, 5, 2003, 
EGS-AGU-EUG Joint Assembly, EAE03-A-03313, CD-ROM, 2003. 

Hattori, K., Gotoh, K., Takahshi, I., Kopytenko, Y., Korepanov., V., Hayakawa, M., Yumoto, K., 
Isezaki, N., Nagao, T., Uyeda, S., ULF geomagnetic anomaly preceding large earthquakes, 
Geophysical Research Abstracts, 5, 2003, EGS-AGU-EUG Joint Assembly, EAE03-A-03308, 
CD-ROM, 2003. 

Kopytenko, Y., Ismaguilov, V., Hattori, K., Hayakawa, M., ULF magnetic location for determination 
of direction to remote local region of forthcoming strong EQ, Geophysical Research Abstracts, 5, 
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2003, EGS-AGU-EUG Joint Assembly, EAE03-A-06969, CD-ROM, 2003. 
Hattori, K., Seismo-Magnetic Phenomena in ULF Range-1, Abstracts of Electromagnetic Studies of 

Earthquakes and Volcanoes (EMSEV) Workshop for Initiation Seismic and Volcanic 
Electromagnetic Monitoring in Asian Countries, 13-15, 2003.  

Hattori, K., Transmission Anomaly of EM Waves 1, Abstracts of Electromagnetic Studies of 
Earthquakes and Volcanoes (EMSEV) Workshop for Initiation Seismic and Volcanic 
Electromagnetic Monitoring in Asian Countries, 23-24, January 14-16, 2003. 

Hattori, K., Gotoh,K., Yoshino, C., Kopytenko, Y., Hayakawa, M., Nagao, T., Uyeda, S., Principle 
Component Analysis of Geomagnetic Data Associated with Earthquakes, Proceedings of Progress 
In Electromagnetic Research Symposium, 137, 2003.   

Hayakawa, M., Hattori, K., Nickolaenko, N., Rabinowicz, L., Periodic Component in the 
Hurst Exponent Found for Fluctuations of thee Geomagnetic Field in Seismo-Active 
Region, Proceedings of Progress In Electromagnetic Research Symposium2003, 138, 
2003. 

Hattori, K. and Hayakwa, M., Automatic Detection of Trimpi Phenomena with Use of Adoptive 
Digital Filter and Neural Network Filter, Proceedings of Progress In Electromagnetic Research 
Symposium2003, 155, 2003. 

 
(2)報告書 
なし 
 
(3)書籍 
大気電気学概論、日本大気電気学会編、コロナ社、（2003.3）、3.9地震電磁気現象（p.198-207） 

 
(4)学会発表 
(4-1)国内学会発表 
原田誠、服部克巳、伊勢崎修弘、ISTFを用いた ULF電磁場観測データの信号弁別、日本大気
電気学会第 70回研究会, 2004年 1月 8-9日、防衛大学校、神奈川. 
服部克巳、大気電気学概論第３章、日本大気電気学会特別講演会、2004 年 1 月７日、防衛大
学校、神奈川 
服部克巳、地磁気変動研究全般について、地震国際フロンティア研究最終報告会と地震電磁気

研究総合シンポジウム、2003年 12月 22-24日、千葉大学、千葉 
服部克巳、早川正士、地震に先行する ULF帯の電磁気現象、EMC研究会、2003年 11月 28日、
電気通信大学、調布. 
服部克巳、地殻活動に関連する ULF帯の電磁場変動、電磁界理論シンポジウム, 2003年 11月

19-21日、山代温泉、石川. 
芹田亜矢、服部克巳、吉野千恵、原田誠、伊勢崎修弘、早川正士、2000 年伊豆諸島群発地震
活動に関連する ULF帯の電磁場変動、電磁界理論シンポジウム, 2003年 11月 19-21日、山
代温泉、石川. 
原田誠、服部克巳、伊勢崎修弘、ウェーブレット解析およびインターステーション応答関数法

による ULF電磁場データの信号弁別、電磁界理論シンポジウム, 2003年 11月 19-21日、山
代温泉、石川. 
服部克巳、長尾年恭、電磁気学的な手法による地震発生直前予測研究の進展、日本地震学会

2003年秋季大会、2003年 10月 6-8日、京都国際会館、京都 
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(4-2)国際学会発表 
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（６）教育 

2003年度：情報地球科学１（理）、情報地球科学２（理）、地球物理学２（理）、地球探査法（理）、
地球探査法実験１（理）、地球探査法実験２（理）、地球物理学３（自・修）、地球電磁気圏科

学（自・博） 
 
学生指導（2002年度） 
芹田亜矢（理学部地球科学科）：2000年伊豆諸島群発地震に伴う ULF磁場変動～主成分解析
による～ 
谷秀幸（理学部地球科学科）：ULF磁場における地磁気変換関数の時間変化について 

 
（７）学内委員、学会活動等 
平成 13 年 2 月～平成 14 年 3 月： 理化学研究所地震国際フロンティア研究グループ地殻電
磁現象観測チーム チームリーダー（非常勤研究員） 
平成 14年 4月～平成 15年 3月：理化学研究所フロンティア研究・非常勤研究員 
平成 12年～ ：第 18期電波科学研究連絡委員会 E分科会委員 
平成 13年～  ：地球電磁気学研究連絡委員会地磁気観測小委員会委員 
平成 14年 3月～ ：電気学会電磁界理論技術委員会幹事 
平成 15年 4月～ ：電気学会自然電磁気現象の解明と電磁解析専門委員会委員 
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（８）その他 

(8-1)国際共同研究 
カムチャツカにおける電磁学的なアプローチによる地震予知研究(ロシア科学アカデミー地
球物理研究所 Dr. Oleg Molchanov, カムチャツカ地球物理調査所 Dr. Evgimii Gordeev) 
（平成 11年～） 
台湾における地震電磁気観測（台湾国立中央大学・劉正彦教授、蔡義本教授、台湾国立中正

大学・謝秋雰教授、大漢技術院・許華妃教授）（平成 12年～） 
トーション型磁力計システムの開発およびデータ解析に関する研究（ロシア科学アカデミー

地球磁場・電離層・電波伝搬研究所（IZMIRAN）・Dr. Yuri Kopytenko）(平成 10年～) 
フラックス磁力計の開発およびデータ解析に関する研究（ウクライナ科学アカデミーリボフ

宇宙研究所・Dr. Verely Korepanov）(平成 10年～) 
 地電位差データのデータ解析に関する研究（イタリア国立環境解析研究所、Dr. V. Lapenna, 

Dr. T. Luciano）(平成 15年～) 
 
海外からの研究者等の受け入れ 
2003年 12月 21日～25日 台湾国立中央大学・太空科学研究所・劉正彦教授が研究室を訪問
し、研究打ち合わせを実施。 

2003年 12月 20日～24日 台湾国立中央大学・太空科学研究所・蔡義本教授が研究室を訪問
し、研究打ち合わせを実施。 

2003年 10月 22日 インド・アグラ大学の Birbal Singh教授が研究室を訪問し、地震電磁気
観測、データ解析について研究打ち合わせを実施。 

 
海外でのフィールドワーク等 

2003 年 9 月 6～13 日に台湾側の招待を訪問。花蓮地区にて地震電磁気の臨時観測点を設置。
観測を開始。 

2003年 10月 31日～11月 9日にイタリア国立環境解析研究所を訪問し、地電位差データのデ
ータ解析について研究うちあわせおよび共同研究を実施。 

2004年 1月 8日～16日：自然科学研究科大学院生高橋一郎が台湾を訪問。国立中正大学およ
び大漢技術院を訪問し、センサのメンテナンスを実施。 

 
その他 企画内容 地震電磁気セミナーなど開催（世話人：服部克巳） 
 
第３回 地震電磁気セミナー 

２００３年５月１３（火）～１４日（水） 

千葉大学海洋バイオシステム研究センター２階セミナー室 

プログラム 
５月１３日（火） 
１３：３０ー１４：３０ 地震電磁気学とは （電気通信大学・早川正士）  

１４：３０―１５：３０ 地震予知・フロンティア研究（東海大学・上田誠也） 

１５：４５―１６：４５ 変換関数によるＵＬＦ磁場信号の弁別 （千葉大学・原田誠）  

１６：４５―１７：４５ ＵＬＦ磁場データの主成分解析 （千葉大学・芹田亜矢）  

１７：４５ー１８：４５ 伊予ヶ岳における大気電場変動と電離層擾乱観測（東京学芸大学・鴨川仁）  

１９：００ー２１：００ 懇親会 （小湊海洋バイオシステム研究センター内） 

５月１４日（水） 

０９：００ー０９：１５ 理研フロンティア終了後の観測体制について （千葉大学・服部克巳）  

０９：１５ー１０：００ 伊予が岳観測点データの検討 （司会：千葉大学・服部克巳） 

１０：００―１１：００ 地電位差データの解析と将来構想 （東海大・長尾）  

１１：００ー１２：００ 今後の課題について （司会：電通大・早川）  

午後・千葉大学伊予が岳観測点見学会  

１３：３０ 小湊出発 

１４：００ 伊予が岳観測点到着。 

１５：００ 伊予が岳出発 

１６：３０ ＪＲ千葉駅解散 
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第４回 地震電磁気セミナー 

2003 年 7 月 23 日（水）午前 9時 30 分～午後 6時 

千葉大学西千葉キャンパス 共同研究推進センター２階会議室 

プログラム 
09:30-09:50 鴨川仁（学芸大）「地震電磁気学研究の科学哲学的視点」 
09:50-10:20  谷秀幸、服部克巳（千葉大）「ULF帯の地磁気変換関数の時間変化」 
10:20-10:50  池田昌和（シンテック）、鴨川仁（学芸大）「VHF帯短距離伝播観測による地震大気擾乱

観測」 
10:50-12:00  スペシャルセッション ～ある地震に伴う電磁気変動～ 

(1)２００３年５月２６日宮城県沖地震（Ｍ７．０）に伴う電磁気変動 
(2)２００３年５月１２日千葉茨城県境の地震（Ｍ５．２）に伴う電磁気変動 
(3)２０００年伊豆諸島群発地震に伴う電磁気変動 

10:50-11:10 福島毅（行徳高校） 
11:10-11:30 齋藤好晴（NEC）     
11:30-11:50 長尾（東海大）、服部（千葉大）、早川（電通大）、鴨川（学芸大）、鷹野（千葉大）他 
11:50-12:00 コメント他 

13:00-13:30  織原義明（足利市議、元理研地震フロンティア）「神津島 SESの統計的研究と SES的異
常変化検出の限界」 

13:30-14:00  長尾年恭（東海大）「地電位差測定とその解析について」 
14:00-14:30  日笠繁、坂井来人、鷹野敏明（千葉大）「50.017MHz 宮崎ビーコン電波伝搬と地震との

関連」 
14:45-15:15 藤原博伸（早大）、鴨川仁（学芸大）「地震に関連する大気擾乱」 
15:15-15:45  有賀寛道、長嶋郁生、日笠繁、坂井来人、鷹野敏明（千葉大）「VHF 広帯域観測の結果

と地震との関連」 
15:45-16:15  後藤剛芳、早川正士（電通大）「見通し外ＦＭ波の異常受信に関する統計」 
16:30-17:00  宇治川智、鷹野敏明、島倉信（千葉大）「海外 TV放送波の伝搬シミュレーション」 
17:00-17:30  皆川貴志、酒井智弥、宇治川智、中田裕之、鷹野敏明（千葉大）「断層中のパルス波源に

よる地表面磁界の FDTD 解析」 
17:30-18:00  フリーディスカッション   
18:00-20:00 懇親会 
 
第５回 地震電磁気セミナー 

2003 年 9 月 17 日（水）午前 10 時 00 分～午後 6時 

千葉大学西千葉キャンパス 共同研究推進センター２階会議室 

プログラム 
10:00-10:55 早川正士（電通大）「衛星観測による地震予知」 
10:55-11:30  鴨川仁（学芸大）「地震電磁気における因果論～マグニチュードと強度の関係図～」 
11:30-12:10  佐柳敬造（東海大）「海域観測の展開について」 
13:30-13:55  伊田裕一、早川正士(電通大)「Spitak地震と Loma Prieta地震の震央における ULF帯

磁場データの解析と比較」 
13:55-14:20  前川慎光、早川正士(電通大)「VLF帯電波伝搬異常と地震の関係」 
14:20-15:05  服部克巳（千葉大）「ＵＬＦ磁場データの信号解析(1)」 
15:20-15:45  長嶋郁生、鷹野敏明（千葉大）「VHF海外放送電波の伝搬とプラズマバブルとの関連」 
15:45-16:10  皆川貴志、鷹野敏明（千葉大）「断層を考慮した地中電流による地表面磁界のシミュレー

ション」 
16:10-16:30  上田誠也(東海大学)「ＦＭ電波観測で捉えた地震関連異常に関する検討会」の報告 
16:30-16:55 福島毅（行徳高校）「行徳高校でのＶＨＦ帯観測結果」 
16:55-18:00  フリーディスカッション  
 
第６回 地震電磁気セミナー 

2003 年 10 月 22 日（水）午前 10 時 00 分～ 

千葉大学西千葉キャンパス けやき会館３階第４会議室 

プログラム 
10:00-10:30佐柳敬造（東海大） 海域観測の展開について 
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10:30-11:00桜井歩、日笠繁、中田裕之、鷹野敏明（千葉大）宮崎、三重ビーコン電波の狭帯域スペク
トル観測による 50MHz伝搬状態モニター 

11:00-12:00 B. Singh (India) Earthquake-related Electromagnetic Study in India  
13:30-14:00原田誠（千葉大）ULF電磁場信号の雑音除去 
14:00-14:30服部克巳（千葉大）地震直前の ULF帯の電磁気変動 
14:30-15:00壇上勇介、中田裕之、鷹野敏明（千葉大）イオノゾンデによるＥ層電子密度観測と沖縄地

震との関連 
15:30-16:00 斉藤好晴（NEC）八ヶ岳南麓天文台情報所感と植物生体電位異常観測データ（03/09/20

千葉県東方沖地震直前、03/09/26十勝沖地震前） 
16:00-16:30 村上裕（産総研）パルス地電流法による地震前兆現象の観測 
16:30-16:45 鴨川仁（学芸大）児玉哲哉（NASDA） ひのとり衛星のデータ解析の試み 
16:45-17:15赤池宜昭、中田裕之、宇治川智、長嶋郁生、鷹野敏明（千葉大）プラズマバブルによる散

乱海外 TV放送波の散乱シミュレーション 
17:15-17:45上田誠也（東海大）FM串田法に関する最近の情報     
17:45～  フリーディスカッション 
18:00～20:00懇親会 
 
第７回 地震電磁気セミナー 

平成 15 年 11 月 12 日（水）10:00～17:00 

千葉大学西千葉キャンパス ベンチャーラボ 

プログラム 
10:00-10:30 一ノ瀬裕・早川正士（電通大）「VLF電波を用いた地震に伴う電離層擾乱の観測（Shvets）

（論文紹介）」 
10:30-11:00 織原義明（旧地震国際フロンティア）「地電流データ周波数解析の試み」 
11:00-11:30 野田洋一・長尾年恭（東海大）「東海大における電場・磁場解析システム（序報）」 
11:30-11:50 大野 望・熊元淳美・長尾年恭（東海大）「東海大における改良串田法の観測について（序

報）」 
13:30-14:00 小山智之、日笠繁、鷹野敏明（千葉大）「スタック八木を用いた海外ＴＶ放送波の到来方

位観測システム」 
14:00-14:30 野田洋一（東海大）「東海大清水校舎および千葉大海洋バイオシステム研究センターにお

けるなまずの観察について」 
14:30-15:00 松永昌太（技術士事務所）「2003年 10月 31日福島県沖M6.8の予知成功について」 
15:20-15:50 斉藤好晴（NECエンジニアリング）「植物生体電位異常と発生地震の対応について」 
15:50-16:10 服部克巳（千葉大）、Luchiano Telesca（イタリア）「地電位差データの共分散解析の試み」 
16:10-16:20 服部克巳（千葉大）、鴨川仁（東学大）「１２月に行われる理研地震国際フロンティア最終

報告会と地震電磁気シンポジウムについて（ご案内）」 
16:20-16:40 フリーディスカッション 
17:00-19:00 懇親会 
 
第８回 地震電磁気セミナー 

2003 年 12 月 25 日（木）午後 13 時 00 分～ 

千葉大学西千葉キャンパス 共同研究推進センター２階会議室 

プログラム 
13:00―14:30 Prof. Jann-Yenq Liu (National Central University, Taiwan) 

 “Seismo-ionospheric anomalies monitored by using ionograms and GPSTECs” 
14:45―15:30  Prof. Toshiaki Takano  et al. (Chiba University),“Observations of electromagnetic 

waves related to earthquakes in VHF band at Chiba University and their 
results” 

15:30―16:15  Dr. Masashi Kamogawa et al., (Tokyo Gakugei University), "Seismo- Atmospheric 
Anomalies" 

16:15―16:45  Dr. Katsumi Hattori et al., (Chiba University), “ Possible co-seismic ULF 
electromagnetic changes” 

 
地震国際フロンティア研究最終報告会と地震電磁気研究総合シンポジウム 

日時  ２００３年１２月２２日（月）～２４日（水） 
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主催 理化学研究所／千葉大学／東海大学 

場所 千葉大学けやき会館 

〒263-8522 千葉市稲毛区弥生町１-３３  

最寄り駅：ＪＲ総武線（各駅停車）西千葉駅 下車徒歩５分 

プログラム 
１２月２２日 理化学研究所「地震国際フロンティア研究プログラム」の成果 
１０：３０－１１：４５  

開会挨拶   理研・フロンティア研究システム長  丸山瑛一 

          千葉大学理学部長   小川建吾 

「地震国際フロンティア研究」について（総論） 

              東海大学 上田誠也 

１３：００－１５：００  

地電流研究全般について     東海大学 長尾年恭 

地磁気変動研究全般について   千葉大学 服部克巳 

１５：１５―１６：４５ 

岩石実験・電磁現象発現メカニズムについて  東大地震研 吉田真吾 

ＶＨＦ帯ＦＭ電波を用いた観測について     東京学芸大 鴨川 仁 

理研 戎崎俊一・清水裕彦 

電磁シグナル発生・伝搬メカニズムについて  東京学芸大 鴨川 仁 

臨界現象としての地震～Natural Timeという概念～東海大学     田中治雄  

１６：５０－１８：２０  

インドネシア／北海道での観測について    北海道大学 茂木 透  

台湾版地震国際フロンティア研究について  台湾中央大学 劉 正彦 Yi-Ben Tsai 

総合討論 

 

１２月２３日 地震電磁気学研究における諸問題 
１０：００－１１：００  電磁界異常計測  

VLF帯地中電界計測について      京都産業大  筒井 稔    ２０分 

ELF帯狭帯域３成分磁場観測について   中部大   畑 雅恭    ２０分 

電磁気学的手法による構造探査について 東大地震研 上嶋 誠    ２０分 

 

１１：００－１２：００ ポスターセッション コアタイム  

Ｐ－０１ 石井健太郎、牧謙一郎、相馬央令子、高野忠（ JAXA）、吉田真吾（地震研）「岩石破壊におけ

る発生エネルギーの推定と宇宙からの観測可能性」 

Ｐ－０２ 織原義明（元理研地震国際フロンティア）、野田洋一（東海大学）、長尾年恭（東海大学）、上

田誠也（東海大学）「神津島で観測された SESと周辺地震との関係」 

Ｐ－０３ 上田誠也、長尾年恭、織原義明、山口透、高橋一郎、服部克巳 、野田洋一、佐柳敬造（元理研

地震国際フロンティア）「Co- and Pre-seismic geoelectrical potential difference changes observed in 

Japan」 

Ｐ－０４ 橋本寛 (コムテック)、榎本祐嗣（信州大）、白井信正、村上裕(産総研)、茂木透、高田正光、笠

原稔（北大）「十勝沖地震に前駆するパルス地電流信号について」 

Ｐ－０５ 佐柳敬造（東海大学）「Approach to real-time observation of electric and magnetic fields at the 

seafloor using submarine cable」 

Ｐ－０６ 斉藤好晴（ NEC）「最近の地震発生と植物生体電位観測について」 

Ｐ－０７ 笹井洋一（東京都）「三宅島火山 2000年のカルデラ形成に伴う流体・物質・熱移動ー電磁気観

測からの推定ー」 

Ｐ－０８ M. Kikuchi, M. Harada, K. Hattori, N. Isezaki（Chiba University）, and RIKEN IFREQ「Magnetotelluric 

observation in the southern part of Boso Peninsula, Japan: A preliminary result」 

Ｐ－０９ 菅沼一成（地磁気観測所）「Effect of geomagnetic field variation on the observational data of 

Ishii-type 3-component strainmeters in Tokai region」 

Ｐ－１０ K. Hattori(Chiba Univ.), K. Gotoh(UEC), C. Yoshino(Chiba Univ.), I. Takahashi(Chiba Univ.), Y. 

Kopytenko(Russia), V. Korepanov(Ukraine), M. Hayakawa(UEC), K. Yumoto(Kyushu Univ.), N. 

Isezaki(Chiba Univ.), T. Nagao(Tokai Univ.), and S. Uyeda(Tokai Univ.) 「ULF Geomagnetic Approach to 

Short-term Earthquake Prediction Summary of Observational Results in RIKEN/NASDA’s Frontier Project」 

Ｐ－１１ 芹田亜矢（千葉大学）、後藤薫（電気通信大学）、吉野千恵（千葉大学）、原田誠（千葉大学）、
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服部克巳（千葉大学）、伊勢崎修弘（千葉大学）、早川正士（電気通信大学）「2000年伊豆諸島群発地

震に伴う ULF帯の電磁場変動 ～アレー観測データの主成分解析～」 

Ｐ－１２ K. Hattori(Chiba Univ.), C. Yoshino(Chiba Univ.), I. Takahashi(Chiba Univ.), N. Isezaki (Chiba Univ.), 

T. Nagao(Tokai Univ.), J-Y. Liu(Taiwan), C-H. Shieh(Taiwan), and F-H. Sheu(Taiwan), 「ULF Geomagnetic 

and Geopotential Measurements in Taiwan」 

Ｐ－１３ 高橋一郎（千葉大学）、原田誠（千葉大学）、服部克巳（千葉大学）、吉野千恵（千葉大学）、伊

勢崎修弘（千葉大学）、鴨川仁（東京学芸大学）、古川雅英（放射線医学研究所）「房総半島南部伊予

が岳観測点における地殻変動総合観測」 

Ｐ－１４ 原田  誠、服部克巳、伊勢崎修弘（千葉大学）「インターステーション応答関数法による ULF

電磁場データの信号弁別に関する研究」 

Ｐ－１５ 皆川貴志、酒井智弥、宇治川智、中田裕之、鷹野敏明、島倉信（千葉大）「断層中のパルス波

源による地表面磁界のFDTD解析」 FDTD analysis of magneticfield on the ground surface by pulsed wave 

source in fault 

Ｐ－１６ 馬場久紀（東海大学）「Delination of VLF electromagnetic signals associated with earthquakes: 

updated case studies」 

Ｐ－１７ 井筒 潤・尾池和夫（京都大学）「1995 年兵庫県南部地震および 2000 年伊豆諸島群発地震前

後の VLF電磁波観測記録」 

Ｐ－１８ 松永昌太（新産業ディベロパーズ）「中波帯における地震前兆電磁気現象観測」 

Ｐ－１９ 藤原博伸（早稲田大学）、鴨川仁（東京学芸大学）、劉正彦（台湾・国立中央大学）、池田昌和

（シンテック）、大古殿秀穂（都立航空高専）「Seismo- Atmospheric Anomalies Observed in Japan」 

Ｐ－２０ 鴨川仁（東京学芸大学）、劉正彦（台湾・国立中央大学）、藤原博伸（早稲田大学）「Seismo- 

Atmospheric Electric Field Variation」 

Ｐ－２１ 大古殿秀穂（都立航空高専）、藤原博伸（早稲田大学）、池田昌和（シンテック）、鴨川仁（東

京学芸大）「大気中ＶＨＦ帯電磁波の発生源の推定」 

Ｐ－２２ 宇治川智、中田裕之、鷹野敏明、島倉信（千葉大）「赤道異常の効果に伴う VHF帯電波の長距

離伝搬」Long-distance propagation of VHF radio waves associated with equatorial anomaly effect. 

Ｐ－２３ 坂田  健一郎、長嶋郁生、中田裕之、鷹野敏明（千葉大）「プラズマバブルの発達と館山で受信

される海外局電波の関連」The relationship between the development of plasma bubbles and oversea's 

broadcasting waves received at Tateyama 

Ｐ－２４ 長嶋郁生、中田裕之、鷹野敏明（千葉大）「VHF帯海外 TV放送電波の伝搬とプラズマバブル

との関連」The relation between VHF-band TV broadcasting waves from overseas and equatorial plasma 

bubbles 

Ｐ－２５ 赤池宜昭、中田裕之、宇治川智、長嶋郁生、鷹野敏明（千葉大）「プラズマバブルによる散乱

海外 TV放送波の散乱シミュレーション」Simulation of propagation paths of oversea TV broadcasting 

waves scattered by plasma bubbles 

Ｐ－２６ 小山智之、日笠繁、中田裕之、河村洋平、鷹野敏明（千葉大）「スタック八木アンテナを用い

たＶＨＦ帯電波の到来方位観測システム」Observational system of arrival directions of VHF waves using 

a dual stacked Yagi antenna 

Ｐ－２７ 桜井歩、日笠繁、中田裕之、鷹野敏明（千葉大）「宮崎、三重ビーコン電波の狭帯域スペクト

ル観測による 50MHz伝搬状態モニター」 

Ｐ－２８ 檀上勇介、長嶋郁生、中田裕之、鷹野敏明（千葉大）「館山で観測した VHF帯電波の受信強度

とイオノゾンデで求めた電子密度の関連」The relation between electron densities measured with 

ionozondes and the intensity of VHF waves observed at Tateyama 

Ｐ－２９ 赤坂健、伊勢崎修弘、服部克巳 （千葉大学）「地震に関連する電離層擾乱の検証」 

Ｐ－３０ 弘原海 清（岡山理大）「大気中の放射性エアロゾル Rn-Tnを Imaging Plateで観察しながら定

量する方法」 

Ｐ－３１ 鴨川仁（東京学芸大学）「Causation for Observation Study of Seismo- Electromagnetics」 

Ｐ－３２ 福島 毅（行徳高校）「ネットによる地震前兆電波情報の公開と展望」 

Ｐ－３３ 寺田  稔（石田研究所 ＡＮＳ観測網）「ＡＮＳ観測網―市民参加によるネット上におけるリア

ルタイム前兆現象確認観測網―」 

Ｐ－３４ 江本豊、福田健二、鈴木聡史、山中千博、池谷元伺（阪大院理）「電場の絶対強度測定の解析

～環境電磁波測定ネットワーク～」 

Ｐ－３５ 野田洋一（東海大学）「宏観異常現象の研究：なまずの行動の定量化について」 

Ｐ－３６ J. Y. Liu (National Central University, Taiwan) 「Seismo-ionospheric precursors」 

Ｐ－３７ 城  和貴、小金山美賀（奈良女子大学）、長尾年恭（東海大学）「ニューラルネットおよびＩ
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ＣＡを用いた地電流データからの電車ノイズおよび地震前兆シグナルの分離の試み」 

Ｐ－３８ 山本 勲（岡山理科大学）「FM放送波の到来方向の求め方」ーーFMチューナーを使った干

渉計ーー 

Ｐ―３９ 服部克巳、原田誠、高橋一郎、吉野千恵、伊勢崎修弘（千葉大学）「Preliminary and latest results 

ULF electromagnetic fields observed at Boso Peninsula」 

 
１３：３０－１４：４０ 電離圏・大気圏異常関係  

電離圏擾乱・衛星観測について     電通大  早川正士    ４０分 

地震大気・電離圏擾乱の発生メカニズム 東京学芸大 鴨川 仁    ２０分 

討論                         １０分 

１５：００－１７：２０  

串田法について    八ヶ岳南麗天文台 串田嘉男  ３０分 

改良串田法による観測       北海道大 森谷武男  ２０分 

串田法の評価      東海大学 上田誠也  ２０分 

八ヶ岳南麓天文台の地震前兆検知実験の地震予測評価（防災上の観点から）  

                         気象庁近藤さや  １０分 

千葉大におけるＶＨＦ帯の各種観測とその成果  千葉大鷹野敏明・島倉 信 ２０分 

VHF帯における観測のレビュー    電通大 早川正士  ２０分 

総合討論                            ２０分 

 

１２月２４日 今後の地震電磁気学研究へ向けて 

１０：００－１２：１０  

地震電磁気学の成果と問題点１     東海大 長尾年恭  ２０分 

地震電磁気学の成果と問題点２     電通大 早川正士  ２０分 

地震発生物理学             東大理 松浦充宏  ３０分 

地震予知はできる、制御もできる   ＪＮＣ 熊澤峰夫  ２０分 

- 電磁気学的アプローチ -    

地震前兆現象を科学に          大阪大 池谷元伺  ２０分 

電磁気前兆現象の報告に対しての批判   東大理 ゲラーロバート２０分 

１３：３０－１５：３０  

Panel Discussion 「地震予知における地震電磁気学の役割」 

（司会： 千葉大学・伊勢崎修弘 

パネリスト： 東海大・上田誠也、東大地震研・平田 直、東大地震研・松澤 暢、 東

大理・ゲラーロバー ト、気象庁・上垣内 修、ＪＮＣ・熊澤峰夫） 
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（１）亀尾 浩司（かめお こうじ） 
 
（２）古海洋バイオシステム研究分野・助手 
 
（３）研究活動の内容 

(1)石灰質ナンノ化石に基づくグローバルな新生代古海洋環境の解明 
浮遊性藻類の化石である石灰質ナンノ化石の変遷に基づいて、新生代の古海洋環境を明

らかにし、それらを支配したグローバルな気候変動を解明する。 
(2)関東周辺地域の上部新生界の形成年代の解明 
関東周辺に分布する新第三系ならびに第四系の地質時代を明らかにして、関東堆積盆地

の発達史を考察する。 
(3)石灰質ナンノプランクトンの環境応答様式に関する研究 
石灰質ナンノプランクトンの現生種 Gephyrocapsa oceanicaを様々な環境下で培養することに
より、この生物の環境応答様式を解明して、化石種の環境応答形態を推定する。 

(4)石灰質ナンノ化石を構成する石灰質殻の結晶光学的検討 
さまざまな形態の化石種を電子顕微鏡で詳細に観察するとともに、電子線回折法も用い

て、化石種を構成する方解石の結晶構造を明らかにし、生物制御型の鉱化作用を解明す

る。 
 
（４）研究業績（2002年 4月以後） 

(1a）原著論文（査読有り） 
Sato, T., Yuguchi, S., Takayama, T. and Kameo, K., in press. Drastic change in the geographical 

distribution of the cold water nannofossil Coccolithus pelagicus (Wallich) Schiller at 2.74 Ma in the 
late Pliocene-with special reference to heavy glaciation in the Arctic Ocean-, Marine 
Micropaleontology. 
亀尾浩司・斎藤敬二・小竹信宏・岡田誠（2003）房総半島南端、千倉層群下部の石灰質ナンノ
化石に基づく本邦中部太平洋側の後期鮮新世表層海洋環境．地質学雑誌、109、478-488。 
佐藤時幸・樋口武志・石井崇暁・湯口志穂・天野和孝・亀尾浩司（2003）秋田県北部に分布す
る上部鮮新統～更新統最下部の石灰質ナンノ化石層序—後期鮮新世古海洋変動と関連して—．
地質学雑誌、109、280-292。 
藤岡導明・亀尾浩司・小竹信宏（2003）テフラ鍵層に基づく横浜地域の大船層・小柴層と房総
半島の黄和田層との対比．地質学雑誌、109、166-178。 

 
(1b)原著論文（査読なし） 
保柳康一・荒戸裕之・栗田裕司・柳沢幸夫・亀尾浩司（2003）後期新生代の気候変動・海水準
変動・海洋循環と北西太平洋縁辺の関係解明を目指す前弧陸棚トランセクト掘削．地球、40、
281-284。 

 
(2)報告書 
亀尾浩司（2003）培養実験に基づく円石藻類の海洋環境変化に対する応答様式の解明．平成 14
年度千葉大学研究に対する重点事業研究助成報告書、2p. 

 
(4)学会発表 
(4-1) 国内学会発表など 
古川登・亀尾浩司（2003）円石藻類 Florisphaera profundaと円石藻化石 Discoaster属の結晶学的
方位-微小藻類のバイオミネラリゼ-ション解明の試み-、地球惑星科学関連 2003 年合同学会
（2003-5.26-29）。 
亀尾浩司（2003）常磐沖堆積盆地の層序と環境．IODP三陸-常磐沖掘削科学計画検討会（Jamstec、

2003.6.2） 
亀尾浩司・斎藤敬二・小竹信宏・岡田誠（2003）房総半島南端、千倉層群下部の石灰質ナンノ
化石による本邦中部太平洋側の後期鮮新世表層海洋環境．日本古生物学会 2003年年会（静岡
大学 2003.6.27-29）。 
亀尾浩司・古川登（2003）円石藻類 Florisphaera profundaと円石藻化石 Discoaster属の結晶学的
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方位．日本古生物学会 2003年年会（静岡大学 2003.6.27-29）。 
亀尾浩司・田中利昌・藤岡導明・斎藤実篤・平朝彦（2003）銚子地域の第四系から産出する石
灰質ナンノ化石に基づく表層海洋環境．日本地質学会第 110 年学術大会（静岡大学、
2003.9.19-21）。 
平野聡・北里洋・和田秀樹・荒木吉章・尾田太良・亀尾浩司・相良掘削計画研究者一同（2003）
相良掘削計画：相良油田周辺の層序・テクトニクスと掘削の意義、日本地質学会第 110 年学
術大会（静岡大学、2003.9.19-21）。 
藤岡導明・亀尾浩司・小竹信宏（2003）テフラ層序に基づく銚子地域の犬吠層群小浜層と房総
半島の上総層群黄和田層、大田代層および梅ヶ瀬層との対比．日本地質学会第 110 年学術大
会（静岡大学、2003.9.19-21）。 
古川登・亀尾浩司（2003）円石藻類および円石藻化石の結晶学的方位—Florisphaera profunda、

Umbellosphaera属、Discoaster属について—．日本鉱物学会 2003年度年会（仙台市戦災復興
記念館、2003.9.28-10.1）。 
 
（５）外部資金 
平成 15～17 年度、科学研究費補助金基盤研究Ｃ（2）（研究代表者）、海洋一次生産者と底生生
物の挙動からみた北太平洋の中新世古海洋変遷史。 

平成 13～15 年度、科学研究費補助金基盤研究Ｃ（2）（研究分担者）、浮遊性藻類化石群からみ
た過去 100万年の北太平洋表層海洋循環系の変遷と気候変動。 

平成 14～15 年度、科学研究費補助金基盤研究Ｃ（2）（研究分担者）、石灰質ナンノ化石から見
た本邦新生代後期の古海洋と石油根源岩分布予測。 

 
（６）教育 
講義・実験等 
（普遍）地学基礎実験Ａ、（理）地球科学基礎セミナー、層序学概論、地質学実験 I、地質学実
験 IV、地史古生物学実験、地球科学演習、卒業研究、（自・修）特別演習、特別研究、（自・
博）特別演習、特別研究。 

 
平成 15年度（2004年 3月）卒・修了（予定） 
新藤亮太、房総半島に分布する三浦層群清澄層相当の層序と堆積環境．千葉大学理学部地球科

学科卒業論文．2003。 
関根智之、房総半島に分布する三浦層群安野層相当の層序と年代．千葉大学理学部地球科学科

卒業論文．2003。 
 
（７）学会活動など 
千葉県史自然誌系地形・地質執筆委員．平成 15年 4月から平成 17年 3月まで。 
日本地質学会第 110年年会、一般発表「年代層序スケール」企画。 
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（１）早川 正士（はやかわ まさし） 
 
（２）システム解析分野・客員教授（電気通信大学 教授） 
 
（３）研究活動の内容 
（１） 宇宙プラズマ理工学 
（２） 大気電気学 
（３） 地震電磁気学 
（４） 電磁環境科学 
（５） 電波科学 
（６） 信号処理とその応用 

 
（４）研究業績 

(1a)原著論文（査読あり） 
Singh, B., M. Hayakawa, P. K. Mishra, R. P. Singh and D. R. Laskshmi, VLF electromagnrtic noise 

bursts observed in a borehole and their relation with low-latitude hiss, J. Atmos. Solar-Terr. Phys., 65, 
269-276, 2003. 

V. V. Surkov, O. A. Molchanov and M. Hayakawa, Pre-earthquake ULF electromagnetic perturbation as 
a result of inductive seismomagnetic phenomena during microfracturing, J. Atmos. Solar-Terr. Phys., 
65, 31-46, 2003. 

M. Hayakawa and K. Ohta, The importance of direction finding technique in general VLF studies, in 
“Very Low Frequency (VLF) Phenomena”, ed. By A.R.W. Hughes, C. Ferencz and A.K. Gwal, p. 
22-35, Narosa Pub. House, New Delhi, 2003. 

B. Singh and M. Hayakawa, Propagation modes of low and very low latitude whistlers, “Very Low 
Frequency (VLF) Phenomena”, ed. By A.R.W. Hughes, C. Ferencz and A.K. Gwal, p.174-199, Narosa 
Pub. House, New Delhi, 2003. 

Y. Ando, N. Guan, K. Yashiro, S. Ohkawa and M. Hayakawa, An analysis of excitation of magnetostatic 
surface waves in an in-plane magnetized YIG film by the inteqral hernel expansion method, IEEE 
Trans. Microwave Theory and Techniques, 20, 492-499, 2003. 

Grimalsky V.V., Hayakawa M., Ivchenko V.N., Rapoport Yu.G., and Zadoroznji V.I., Penetration of an 
electrostatic field from the lithosphere into the ionosphere and its effect on the D-region before 
earthquakes, J. Atmos. Solar-Terr. Phys., 65, 391-407, 2003. 
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(2)報告書 
なし 

 
(3)書籍 
日本大気電気学会編（分担執筆）大気電気学概論、コロナ社、2003 
早川正士、分担執筆、地球大循環とエルニーニョ、丸善、p．61-80、2003 

 
(4)学会発表 
(4-1)国内学会発表 
安藤芳晃、早川正士、有限差分法によるシューマン共振現象の数値解析、日本大気電気学会第
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会第 70回研究会, 2004年 1月 8-9日、防衛大学校、神奈川. 
小川貴弘、安藤芳晃、早川正士、電離層電流による地表付近電磁界(GIC)の解析日本大気電気学
会第 70回研究会, 2004年 1月 8-9日、防衛大学校、神奈川. 
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Union of Geodesy and Geophysics, June 30-July 11, 2003, Sapporo, Japan. 
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EGS-AGU-EUG Joint Assembly, EAE03-A-02426, April, 2003, Nice, France. 
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geomagnetic field, Geophysical Research Abstracts, 5, 2003, EGS-AGU-EUG Joint Assembly, 
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Research Abstracts, 5, 2003, EGS-AGU-EUG Joint Assembly, EAE03-A-03308, April, 2003, Nice, 
France. 

Kopytenko, Y., Ismaguilov, V., Hattori, K., Hayakawa, M., ULF magnetic location for determination of 
direction to remote local region of forthcoming strong EQ, Geophysical Research Abstracts, 5, 2003, 
EGS-AGU-EUG Joint Assembly, EAE03-A-06969, April, 2003, Nice, France. 

Hattori, K, Gotoh,K., Yoshino, C., Kopytenko, Y., Hayakawa, M., Nagao, T., Uyeda, S., Prinsciple 
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（１）斎藤 道子（さいとう みちこ） 
 
（２）古海洋バイオシステム研究分野・非常勤研究員（平成 15年 2月 1日から） 
 
（３）研究活動の内容 

(1) 腕足動物の分類学的研究 
これまでに採集された現生腕足動物のうち、特に東京湾口、相模湾で採取されたものについ

てリストを作成し、分布・生息域・多様性についてまとめた。また、新種と思われるエクノ

ミオザ科のEcnomiosa sp.については、腕骨の個体発生を中心とした形態学的研究を行った。 
(2) ミトコンドリア DNAを用いた腕足動物の分子系統学的研究 
シトクロム酸化酵素サブユニット I（COI）遺伝子をマーカーとしたテレブラテラ亜目内の
系統関係テレブラテラ亜目８種について新たに COI 遺伝子の塩基配列の解析を行い、系統
関係の推定を行った。 

(3) ミトコンドリア DNAのゲノム構造に基づく腕足動物テレブラテラ亜目の系統関係 
テレブラチュラ目の復数種において LA-PCR法とダイレクトシークエンシング法によりmt 
DNA の全塩基配列を決定し、mtDNA ゲノム上に各遺伝子が配置する順序や方向性（遺伝
子配置）の比較を行った。その結果、ラクエウス上科 4種、ダリナ科 1種、エクノミオザ科
1種について部分配列を得た。ダリナ科の Campages sp.では、cox1遺伝子と 12S rDNAが
隣合い、エクノミオザ科の Ecnomiosa sp.では cox1遺伝子と 16S rDNAが隣合うという結
果が得られた。ラクエウス上科ともこれまでに報告された腕足動物のいずれとも全く異なる

遺伝配置を持つという予察的な結果を得ている。 
 
（４）研究業績 

(1a)原著論文（査読あり） 
Saito, M. (2003): Mesozoic Brachiopoda. In Database of the Japanese fossil type specimens described in 

the 20th Century, vol. 3.  Palaeontological Society of Japan, Special Papers (in press). 
 

(1b)原著論文（査読なし） 
なし 

 
(2)報告書 
土屋光太郎・並河洋・今原幸光・立川浩之・齋藤 寛・斎藤道子・駒井智幸・小松浩典・峰 雄

二・喜多澤彰・萩田隆一・内田圭一・瀬川進 (2003) 相模灘海域深海・漸深海底底棲生物調
査 -- Shinyo-maru , October 20 -26, 2002 Cruise Report.  Tokyo University of Fisheries. 

 
斎藤道子・遠藤一佳 (2004): 東京大学総合研究博物館動物部門所蔵現生腕足動物・箒虫動物標
本目録 (Catalogue of Brachiopod and Phoronid Specimens in the Department of Zoology 
of the University Museum, University of Tokyo.) University Museum, University of Tokyo, 
Material Reports. 

 
(4)学会発表 
(4-1)国内学会発表 
なし 
 
(4-2)国際学会発表 
なし 
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海洋バイオシステム研究センター予算および決算、研究費などの過去５年分のまとめ 
 

これらの情報は、全て海洋バイオシステム研究センター年報に公表済みの資料に基づきます。イ

タリックは内訳。 

 

Ⅰ．予算配分額 

事              項 11 年度 12 年度 13 年度 14 年度 15 年度 

 教官等積算校費 8,068,500 8,263,500 8,028,000 8,594,120 9,290,000 

うち教官研究費 6名分 3,419,860 247,982 120,000 2,306,640 2,029,205 

 附属施設経費 3,080,000 3,142,000 2,971,000 3,111,000 3,104,000 

 

Ⅰ（予算配分額）： H11年度から本年度までの予算。経費は教官当積算校費と附属施設経費から

なる。教官研究費（Ⅰ表の 3行目およびⅡ表の 7列目）は実際に研究費に利用できた教官当積算
校費。設立の H11年度当初予算は教官研究費を理学部と同じにするという方針だった。しかし実

際にはⅡ(予算執行状況)で光熱水道が膨大であるため 238万円の赤字。赤字は教官 6名中 4名の自

然科学研究科研究費で補填し、不足を本部からの 26万円支援を得た。Ⅰの教官研究費は当初予算
配分額で実際には右下の予算執行状況の額になる。金額は必ずしも完全には一致しない。 

施設経費は歴史的には約 300万円超。初年度の経費に基づいて H12年度以降教官当積算校費は

ほとんど施設の運営経費（光熱水道料金）になった。そのため教官研究費が 6名全員合計で 24万
円、12万円となった。光熱水道料金の不足分については、本部から援助が得られなかった。理学

部・自然科学研究科の学生が施設（光熱水道料）を利用している。施設利用者の光熱水道料はほ

とんど教官研究費から支払われている。 

H13年度から山口がセンター長になり、運営経費の削減がなければセンター教官の研究費を捻

出できない状況なので、膨大な運営経費の実態の調査を開始。原因の一つは水族館の電気代とエ

サ代。それを削減することで効果が表れて、H14年度以降少しであるが、教官研究費としての利
用が可能となった。 
 

Ⅱ．予算執行状況 
  センター分 Ａ セ運営費 Ｂ Ａ－Ｂ 自然 分 Ｃ Ａ－Ｂ＋Ｃ 6 名分研究費

11 年度 11,439,720 13,820,994 -2,381,274 2,120,300 -260,974 4,005,860 

12 年度 11,608,020 12,715,495 -1,107,475 2,127,500 1,020,025 247,982 

13 年度 11,174,220 11,458,313 -284,093 1,970,200 1,686,107 240,000 

14 年度 10,901,000 10,006,556 894,444 1,809,000 2,703,444 2,106,636 

15 年度 10,872,220 8,843,015 2,029,205    

 

Ⅱ（予算執行状況）センター分Ａ列は教官当積算校費と附属施設経費の合計。セ運営費Ｂ列は全

ての運営経費（光熱水道料金、電話、学内情報センターへの利用料金、その他など、Ⅲの運営費

実績にある全ての費目）の合計。Ａ-Ｂ列はＡとＢの差額。赤字の差額は、4名分の自然科学の研

究費（自然分Ｃ）を投入。Ａ-Ｂ+Ｃはその合計額。その内教官研究費として利用できた額は、（一
番右の列）6名分研究費。 

Ｈ13年度の点検で光熱水道や飼育料の節約努力から、H14年度にはセンター分Ａからセ運営費

Ｂを差し引いても赤字にならない状況に転じた。H15年度は水族館の閉鎖（電気代の節約）によ

りさらに経費削減努力（飼育料）の効果が表れている（Ⅲ表右端列参照）。6名分研究費の列の金

額とＡ－Ｂ＋Ｃ列の金額とが一致しない理由は、分からない。契約室から受け取った経費の合算

です。その内容については完全にはチェックできない。 

 

Ⅲ．海洋バイオシステム研究センター予算、決算および本年度途中経過 

運営費実績     （12/8 現在）

事                項 11年度決算 12 年度決算 13 年度決算 14 年度決算 15 年度予算 
残高/予算 ％

赤字は金額 

 消    耗    品    費 1,635,235 2,319,723 1,290,185 957,560 957,560 71 %

 印  刷  製  本  費 962,850 13,755 726,285 122,850 123,000 -235,890 円
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 備       品       費 1,847,947 434,931 522,795 256,147 256,000 100 %

 光    熱    水    料 5,213,523 5,457,176 4,373,775 3,963,836 3,900,000 54 %

      電    気    料 4,309,123 4,675,474 3,717,026 3,245,723  

      ガ     ス    料 369,808 265,295 267,390 325,712  

      上下水道料等 534,592 508,934 389,359 392,401  

      燃  料  費   7,473 22,587     

 通  信  運  搬  費 1,155,824 775,290 857,892 780,064 780,000 

      電    話    料 844,244 619,030 612,462 617,014 497,550 52 %

      郵    便    料 311,580 156,260 245,430 163,050 119,000 50 %

 建物・工作物等維持経費 260,324 717,620 1,506,341 403,330 400,000 

      電気設備保守料 165,324 162,120 578,074 225,540 225,540 55 %

      電話設備保守料     1,367 1,550 1,550 

      浄化槽維持経費 95,000 555,500 121,640 176,240  52 %

 修  繕  費     805,260 700,560 700,000 -576,932 円

 飼  育  料 1,025,615 1,276,460 1,321,916 1,662,102 123,235 -76,985 円

 役務及び賃貸借料 379,038 379,829 383,437 335,226 335,000 

      複写機賃借料 374,238 375,029 378,637 318,336 318,336 60 %

      一般廃棄物処理料 4,800 4,800 4,800 16,890 16,890 100 %

 一 括 購 入 費 74,655 36,720 43,260 29,820 30,000 0 %

 ガ ソ リ ン 146,386 216,400 69,271 283,391 280,000 84 %

 賃金及び社会保険料 489,152 490,016 510,196 295,890 300,000 42 %

 職員厚生経費 14,220 14,220 14,220 14,220 14,220 100 %

 事   務   費 159,225 126,355 187,000 187,000 187,000 100 %

 情報利用料 457,000 457,000 457,000 457,000 457,000 100 %

合      計 13,820,994 12,715,495 12,263,573 9,748,436 8,843,015 63 %

 

Ⅲ．飼育料は予算で H14年度と本年度比で１割程度まで削減した。水族館の大幅な見直し、金の

からない水族館運営を目指した。その一つに水族館の閉館を行った。しかし水族館や生物の実験

などで使用する海水は腐敗しやすく、頻繁に入れ替える（取水と排水）必要があり、その循環の

ために電力を使う。飼育料は現在赤字（7万円ほど）になっている（Ⅲ表参照）。しかし H14年度

が（一人当たりの教官研究費よりも高い）166万円であることから一応の評価をしたい。 

 
まとめ： 改組後、現センターになってからは、毎年教官研究費の大半がセンターの電気代や水

族館の維持経費（運営費）などのに充てられて研究費に事欠く状態が続いた（除く 1999 年度）。

特に運営費が膨大で教官研究費では補填できない時は自然科学研究科教官研究費も投入する状況

であった（最悪時には一人の研究費が年 4 万円程にまでになった H12、13 年度、Ⅱ表参照）。山

口が H13年度からセンター長になり経費の詳細を点検し、その抑制の可能性を調べた。水族館等

将来構想専門委員会を設置し、水族館の廃止を念頭に、委員会および運営委員会の承認のもとに、

水族館の廃止に至った（2003 年 5 月）。その結果センターの教官研究費を一部研究に活用できる

ようになってきた（ⅠおよびⅡ表参照）。 
 
その他 
平成 16 年度から必要とされる経費  

銚子実験場 土地・家屋借用料（銚子市に対して） 1,000,000
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